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八
戸
三
社
大
祭
中
日
の
８
月
２
日
（
金
）
、
加
賀
美
流
騎
馬
打
毬
の
試
合
の
合

間
に
行
わ
れ
る
競
技
「
徒
打
毬
」
に
本
校
有
志
た
ち
が
参
加
。
向
陵
生
が
徒
打
毬

に
参
加
し
始
め
た
の
は
１
９
９
２
年
か
ら
で
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
に
な
っ
た

年
も
含
め
て
20
年
以
上
に
な
る
。
本
校
卒
業
生
が
会
長
を
務
め
る
八
戸
徒
打
毬
会

の
メ
ン
バ
ー
ら
が
指
導
し
、
練
習
を
重
ね
た
。
し
か
し
、
今
年
は
猛
暑
と
雨
と
で

思
う
よ
う
に
練
習
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
短
時
間
で
の
練

習
に
集
中
し
礼
儀
と
ル
ー
ル
を
覚
え
て
い
っ
た
。
本
番
は
県
内
外
か
ら
の
観
光
客
、

外
国
人
が
詰
め
か
け
、
「
や
ー
っ
」
の
掛
け
声
で
繰
り
出
す
一
投
一
投
に
温
か
い

拍
手
と
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
今
年
は
、
５
人
ず
つ
で
の
戦
い
の

た
め
、
５
点
先
取
し
た
方
の
勝
ち
と
な
る
が
、
残
り
１
毬
と
な
る
と
妨
害
で
な
か

な
か
得
点
が
入
ら
ず
、
皆
ヘ
ト
ヘ
ト
に
。
そ
こ
へ
観
客
か
ら
「
が
ん
ば
れ
」
「
あ

と
１
点
」
な
ど
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
最
後
は
紅
組
主
将
の
松
川
将
也
さ
ん

が
決
め
、
試
合
終
了
。
結
果
、
紅
白
１
勝
ず
つ
の
引
き
分
け
と
な
っ
た
。
神
奈
川

県
出
身
の
田
邉
さ
ん
は
「
徒
打
毬
は
面
白
い
で
す
。
練
習
不
足
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
楽
し
ん
で
で
き
ま
し
た
。
自
分
も
楽
し
め
た
し
、
お
客
さ
ん
も
喜
ん
で
い
た

と
思
い
ま
す
。
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
、
た
く
さ
ん
点
を
決
め
た
い
で
す
」
と
次

年
度
に
意
欲
を
見
せ
た
。

《
徒
打
毬
基
本
ル
ー
ル
》

現
在
、
日
本
で
騎
馬
（
き
ば
）
打
毬
が
行
わ
れ

て
い
る
の
は
、
宮
内
庁
と
山
形
の
豊
烈
神
社
（
ほ

う
れ
つ
じ
ん
じ
ゃ
）
、
そ
し
て
八
戸
の
長
者
山
新

羅
神
社
の
３
箇
所
。
馬
に
乗
ら
ず
に
行
う
徒
（
か

ち
）
打
毬
は
騎
馬
打
毬
の
ル
ー
ル
と
だ
い
た
い
同

じ
だ
が
、
徒
打
毬
の
毬
は
八
戸
で
は
騎
馬
打
毬
の

も
の
よ
り
少
し
小
さ
め
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。

紅
白
（
今
回
は
５
人
ず
つ
）
に
分
か
れ
、
毬
杖
と

呼
ば
れ
る
杖
で
毬
を
奪
い
合
い
、
毬
門
に
放
る
チ
ー

ム
対
抗
戦
。
放
っ
た
毬
が
自
陣
の
門
を
ノ
ー
バ
ウ

ン
ド
で
通
れ
ば
得
点
と
な
り
、
５
点
（
チ
ー
ム
の

人
数
と
同
じ
数
）
先
取
で
勝
利
。
自
陣
の
門
を
通
っ

た
毬
が
門
下
に
置
か
れ
る
の
で
、
毬
の
数
で
得
点

を
把
握
で
き
る
。
最
初
の
点
が
入
れ
ば
敵
へ
の
妨

害
が
可
能
と
な
る
た
め
、
毬
の
数
が
少
な
く
な
っ

て
か
ら
の
毬
の
奪
い
合
い
、
シ
ュ
ー
ト
も
見
ど
こ

ろ
と
な
る
。

《
紅
組
》

２
年

松
川

将
也
（
白
山
台
中
学
校
出
身
）

１
年

木
田

明
秀
（
白
山
台
中
学
校
出
身
）

１
年

坂
本

響
亮
（
北
稜
中
学
校
出
身
）

１
年

坂
本

瀬
帆
（
湊
中
学
校
出
身
）

１
年

田
邉

慧
（
横
浜
市
立
中
川
西
中
学
校
出
身
）

《
白
組
》

２
年

二
部

真
斗
（
第
一
中
学
校
出
身
）

１
年

青
池

結
心
（
下
長
中
学
校
出
身
）

１
年

王
原

鋭
強
（
下
長
中
学
校
出
身
）

１
年

野
田

愁
斗
（
豊
崎
中
学
校
出
身
）

１
年

村
田

翼
（
湊
中
学
校
出
身
）

三
社
大
祭
期
間
中
、
本
校
太
鼓
部

が
淀
山
車
組
に
参
加
し
、
お
囃
子
の

音
色
を
響
か
せ
た
。
淀
山
車
組
は
、

太
鼓
部
の
コ
ー
チ
で
も
あ
る
創
作
太

鼓
「
響
」
の
大
柳
さ
ん
が
所
属
す
る

組
で
も
あ
り
、
部
員
た
ち
は
昨
年
に

続
い
て
の
参
加
と
な
っ
た
。

８
月
２
日
（
金
）
に
は
、
支
庁
前

で
行
わ
れ
た
お
ま
つ
り
広
場
に
も
出

演
し
た
。
太
鼓
部
は
、
「
威
風
」
と

「
纏
」
の
２
曲
を
披
露
。
ス
テ
ー
ジ

上
で
の
演
奏
は
、
想
像
以
上
に
暑
く
、

部
員
た
ち
か
ら
汗
が
し
た
た
り
落
ち

て
い
た
。
流
れ
る
汗
に
苦
戦
し
な
が

ら
も
、
お
ま
つ
り
広
場
開
幕
ス
テ
ー

ジ
を
無
事
務
め
あ
げ
た
。
１
年
生
は
、

外
部
で
の
発
表
が
初
め
て
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
観
客
を
前
に
不
安
な
面

持
ち
だ
っ
た
が
、
先
輩
た
ち
に
リ
ー

ド
さ
れ
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
た
。
上
井
啓
人
さ
ん
（
第
二

中
学
校
出
身
）
は
「
緊
張
と
暑
さ
で
、

練
習
時
か
ら
体
調
が
悪
く
気
持
ち
の

余
裕
が
な
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、

演
奏
を
や
り
き
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
良
か
っ
た
で
す
」
、
西
野
旬
さ
ん

（
大
館
中
学
校
出
身
）
は
「
緊
張
し

ま
し
た
が
、
何
と
か
演
奏
で
き
ま
し
た
。
練
習
の
成
果

は
発
揮
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
次
は
、
福
祉
施
設
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
参
加
す
る
の
で
も
っ
と
練
習
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
ス
テ
ー
ジ
デ
ビ
ュ
ー
の
感
想
を

話
し
て
く
れ
た
。

ま
た
、
３
日
（
土
）
は
、
部
長
の
三
ツ
井
諒
介
さ
ん

（
３
年
・
階
上
町
立
階
上
中
学
校
出
身
）
が
同
広
場
の

創
作
太
鼓
「
響
」
の
発
表
に
も
参
加
し
、
横
笛
を
担
当

し
た
。
三
ツ
井
さ
ん
は
「
高
校
生
活
最
後
の
夏
を
、
太

鼓
、
笛
の
練
習
で
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
思
う
よ

う
な
音
が
出
な
か
っ
た
り
、
上
手
く
で
き
な
い
悔
し
さ

も
た
く
さ
ん
経
験
し
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
た
く
さ
ん

の
方
々
に
演
奏
を
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。
今
後
も
心
に
響
く
太
鼓
の
音
を
、
多
く
の
方
々

に
届
け
ら
れ
る
よ
う
練
習
し
ま
す
」
と
熱
い
思
い
を
語
っ

て
く
れ
た
。

《
参
加
メ
ン
バ
ー
》

３
年

三
ツ
井

諒
介
（
階
上
町
立
階
上
中
学
校
出
身
）

３
年

石
渡

愛
斗
（
第
一
中
学
校
出
身
）

３
年

松
橋

崚
（
根
城
中
学
校
出
身
）

１
年

上
井

啓
人
（
第
二
中
学
校
出
身
）

１
年

西
野

旬
（
大
館
中
学
校
出
身
）

▲撮影 写真部 山田 梅禾（３年・明治中学校出身）

か ち



（２）第２８７号 ２０２４年（令和６年）８月３０日 金曜日向 陵 高 等 学 校 新 聞

８
月
３
日
（
土
）
お
ま
つ
り
広
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
軽
音
楽
部
が
発

表
。
気
温
30
度
を
超
え
る
中
、
暑
さ
に
負
け
な
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
見
せ
て
く
れ
た
。
外
部
で
の
発
表
が
初
め
て
と
な
る
２
年
生
の
バ

ン
ド
メ
ン
バ
ー
は
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
る
と
皆
楽
し
そ
う
に
演
奏
し

て
い
た
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。
３
年
生
は
昨
年
の
経
験
も
生
か
し
、

緊
張
し
な
が
ら
も
い
つ
も
通
り
の
演
奏
を
見
せ
て
く
れ
た
。
最
後
の

曲
で
は
、
会
場
の
方
々
も
一
緒
に
口
ず
さ
み
暑
い
夏
を
楽
し
ん
で
い

た
。
軽
音
楽
部
の
発
表
に
は
、
卒
業
生
や
在
校
生
が
多
く
集
ま
り
部

員
た
ち
を
応
援
し
、
と
も
に
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
。

【
曲
目
】

１
．
拝
啓
、
少
年
よ(

Hu
m
p
Ba

ck
)

２
．
リ
ラ
イ
ト(

AS
IA

N
K
UN
G-

FU
GE
NE

R
AT

IO
N)

３
．
ソ
ラ
ニ
ン(

AS
IA

N
K
UN
G-

FU
GE
NE

R
AT

IO
N)

４
．
情
熱
の
薔
薇(

TH
E
B
LU
E

HE
A
RT
S)

《
高
円
宮
杯
Ｊ
Ｆ
Ａ

Ｕ-

18
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
県
１
部

２
回
戦
総
当
た
り
ラ
ウ
ン
ド
》

○
７
月
20
日
（
土
）

向
陵

２-

３

三
農
恵
拓

〈
得
点
〉
岡
本

宏
哉
（
３
年
・
洋
野
町
立
種
市
中
学
校
出
身
）

林

玲
音
（
３
年
・
鎌
倉
市
立
大
船
中
学
校
出
身
）

撮
影

写
真
部

山
田

梅
禾
（
３
年
・
明
治
中
学
校
出
身
）

▲

《
参
加
メ
ン
バ
ー
》

Vo
.

２
年

目
時

静
音
（
十
和
田
市
立
第
一
中
学
校
出
身
）

Gt
.

２
年

栗
村

漣
（
東
中
学
校
出
身
）

Gt
.

２
年

前
田

虎
次
朗
（
湊
中
学
校
出
身
）

Ba
.

２
年

石
井

涼
太
（
根
城
中
学
校
出
身
）

Dr
.

２
年

磯
谷

雪
凪
（
白
銀
中
学
校
出
身
）

Vo
.G
t.

３
年

佐
藤

翔
聖
（
第
一
中
学
校
出
身
）

Ba
.

３
年

貝
吹

洸
之
介
（
明
治
中
学
校
出
身
）

Dr
.

３
年

上
野
山

凱
大
（
第
二
中
学
校
出
身
）

《
高
円
宮
杯
Ｊ
Ｆ
Ａ

Ｕ-

18
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
県
３
部
後
期
ラ
ウ
ン
ド
》

○
７
月
21
日
（
日
）

向
陵
２
nd

４-

３

八
西
２
nd

〈
得
点
〉
富
田

奏
翔
（
３
年
・
目
黒
区
立
大
鳥
中
学
校
出
身
）
２

賴
住

隆
汰
（
１
年
・
厚
木
市
立
小
鮎
中
学
校
出
身
）

田
邉

慧
（
１
年
・
横
浜
市
立
中
川
西
中
学
校
出
身
）

【
最
終
順
位

５
位
】

今
夏
は
、
昨
年
の
静
岡
遠
征
に
続
き
茨
城
遠
征
を
し
て
き
た
サ
ッ
カ
ー
部
。

リ
ー
グ
戦
、
八
戸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ル
ー
キ
ー
ズ
８
と
様
々
な
チ
ー
ム
と

試
合
・
練
習
・
交
流
を
行
っ
た
。
今
後
の
成
長
し
た
姿
に
期
待
。

８
月
28
日
（
水
）
、
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
展
が

開
か
れ
、
今
年
度
の
ポ
ス
タ
ー
が
決
定
し
た
。

全
校
10
点
の
作
品
の
中
か
ら
投
票
で
選
ば
れ
た

の
は
、
上
野
未
歩
さ
ん
（
１
年
・
お
い
ら
せ
町

立
木
ノ
下
中
学
校
出
身
）
の
作
品
。
ポ
ス
タ
ー

は
、
文
化
祭
の
い
ろ
い
ろ
な
シ
ー
ン
を
描
く
よ

う
に
心
が
け
た
そ
う
で
、
完
成
ま
で
約
５
日
間

か
か
っ
た
と
い
う
。
上
野
さ
ん
は
、
「
ポ
ス
タ
ー

が
採
用
さ
れ
て
嬉
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
く

れ
た
。
今
年
度
の
文
化
祭
は
、

９
月
28
日
（
土
）

９
月
29
日
（
日
）

の
２
日
間
開
催
予
定
。

○
８
月
24
日
（
土
）

向
陵

５-

１

東
奥
義
塾

〈
得
点
〉
岡
本

宏
哉
（
３
年
・
洋
野
町
立
種
市
中
学
校
出
身
）

佐
々
木

聖
空
（
３
年
・
千
葉
市
立
千
城
台
西
中
学
校
出
身
）
２

龍
田

琉
生
（
２
年
・
品
川
区
立
戸
越
台
中
学
校
出
身
）
２


